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イギリス帝国は 19 世紀の世界を支配した､ 最大のヨーロッパの帝国であった｡ その
支配は世界の陸地の実に 4分の 1に及んだ｡ その影響力は多様な形態をとり地球的規模
で行使されてきた｡ カナダ､ オーストラリア､ ニュージーランドなどのイギリス人 (ア
ングロ・サクソン人) が移住した植民地 (定住植民地)､ 現在のインドに代表されるア
ジア・アフリカ諸地域で､ 軍事力による征服によって支配下に置かれた植民地 (従属領・
直轄植民地)､ さらには､ 貿易や投資を通じた経済関係によって影響下に置かれた諸地





従属｣ 関係に規定される垂直的上下関係､ 19 世紀末からの帝国主義時代における経済
的搾取が批判の対象になってきた｡ 実際に帝国支配に対する反発・抵抗はすでに 18 世
紀のアメリカ独立から始まり､ 20 世紀第二次大戦後にはほとんどの帝国植民地がナショ
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第 2章では､ 自由貿易帝国となったイギリスと ｢パクス・ブリタニカ｣ について論じ
ている｡ 19 世紀中葉のイギリスにおける帝国内の経済システムがいかにグローバル規
模で機能していたか､ イギリス本国自体もそのシステムの一部として組み込まれていた








第 3章では､ 第一次世界大戦を経て帝国が崩壊し､ 脱植民地化が進む中､ 実際のとこ
ろ､ イギリス帝国はヘゲモニー国家から構造的権力を行使するコモンウェルスへと構造
的変革を遂げる様子を経済システムから論じる｡ 皮肉な偶然としては､ パクス・アメリ




近年､ 世界史を各国史にではなく､ ひとつの地域の塊ごとに､ さらにはグローバルヒ
ストリーとして地球規模で人類史をとらえようという試みも盛んになされている｡ 経済
史においても 100 年､ 1000 年単位でその動向をとらえ､ 将来を展望しようとする試み
には､ 本書で引用されているアンガス・マディソン､ 最近話題のトマ・ピケティらの研
究などがあげられよう｡ 興味深かったのは現在のアジアの経済興隆を ｢再興｣ と規定し
ていることである｡ 1820 年までには世界の GDP に占めるアジア諸国の割合が 50％を
超えていた｡ 中国がそのうちの 20～30％を占め､ インドが次に続いていた｡ 当時､ 産
業革命を起こしたイギリスはわずか 5％にしか過ぎなかった｡ 20 世紀前半は西欧と米国
とのGDP合計が 50％を超えたが､ 後半からはアジア地域が台頭し､ 現在は東アジアだ
けで世界のGDPの 3 分の 1 を超えている｡ それゆえ著者は ｢再興｣ という言葉を使用
しているのである｡













しい意欲的な歴史的議論の試みである｡ 本書は 2013 年度読売・吉野作造賞を受賞した｡
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